
 第Ⅱ部 第１４章 帝国主義とアジアの民族主義運動 

３ アジア諸国の改革と民族運動（３）                                                                                                                    教教教教ｐｐｐｐ292929294444（（（（L11L11L11L11））））～～～～222297979797    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドネシア 

○オランダ領東インドの形成（18C～20C 初） 

⇒強制栽培制度の実施 

○イスラーム同盟が結成（1911） 

（7                ） 

…独立を目指して民族運動を展開 

 

フィリピン 

○スペインの植民地化（16C） 

○【8            】らが民衆の啓蒙運動 

（1880～90 年代） 

○米西戦争⇒米がフィリピン獲得 

○【9         】が米に武装抵抗（20C 初） 

 

ベトナム 

○フランス領インドシナが成立（1887） 

○維新会の結成（1904）…独立と立憲政治を目指す 

〔指導者〕【10                】 

〔活動〕【11      】運動(東遊運動) 

…日本に留学生を送り近代技術を学ばせる 

 

オスマン帝国（トルコ） 

○ミドハト憲法制定（1876）⇒憲法停止（1878） 

○「青年トルコ」の結成（1889）…アブデュル＝ハミト 2 世の専制に抵抗，憲法復活を求める 

○【12         】革命（1908）…「青年トルコ」が武力を背景に憲法復活させた革命 

※独裁政治に陥り混乱⇒第 1 次大戦でドイツ側につき，敗北 

イラン（カージャール朝） 

○イギリス・ロシアにより植民地化が進む 

○【13               】運動（19C 末） 

〔背景〕君主が経済的権益を次々に英に譲渡（例：タバコ独占販売権など） 

⇒民衆の抗議運動 

○イラン【14     】革命（1906）…民衆の蜂起により憲法・議会が設立 

⇒英・露軍により弾圧 
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④

※その他の地域 

〔エジプト〕 

：ウラービーの反乱（1881） 

〔スーダン〕 

：マフディー派の抵抗（1881） 

〔朝鮮半島〕 

：反日義兵闘争（1907～09） 

〔中国〕 

：義和団事件（1900） 

 

 

○ムガル帝国滅亡（1858） 

○イギリス領インド帝国成立（1877） 

○インド【1        】の成立（1885） 

…ヒンドゥー教徒のインド人エリート層の会議 

⇒当初英支配に協力も次第に支配を批判 

○英が【2           】令（1905） 

ベンガル州をヒンドゥー・イスラーム両教徒の 

居住地に分割 

…両教徒を対立させ，反英運動の分断をはかる 

⇒国民会議派の反発 

○インド国民会議派【3         】大会（1906） 

〔指導者〕ティラク 

〔決定方針〕 

◇英貨排斥 ◇【4         】（国産品愛用） 

◇民族教育 ◇【5         】（自治獲得） 

○【6              】連盟の結成（1906） 

…英支援のもとでイスラーム教徒の団結を目指す 

 

インド 


